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③
【
「
精
神
界
も
同
じ
事
だ
。
精
神
界
も
全
く
同
じ
事
だ
。
何
時
ど
う
変
る
か
分
ら
な
い
。
そ
う
し
て
其
変
る
所
を
己
は
見
た
の
だ
」
】

　⇔
、
③
、
小
島
信
夫
の
、
〈
『
明
暗
』
、
そ
の
再
読
〉
（
『
漱
石
を
読
む
』
所
収
、
福
武
書
店
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）
一
月
）
に
、

次
の

指摘
が
あ
る
。

　
〈

新聞
小
説
の
二
回
分
の
分
量
と
し
て
は
、
当
時
の
読
者
だ
け
で
は
な
く
、
七
十
三
年
後
の
読
者
に
と
っ
て
も
、
負
担
が
重
す
ぎ

る
ほ
ど
で
あ
る
。
翌
日
に
な
っ
て
第
二
回
め
を
読
む
も
の
は
、
一
回
分
ま
で
を
手
も
と
に
置
い
て
ふ
り
か
え
ら
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど

であ
る
。
そ
し
て
読
者
に
よ
っ
て
は
、
第
二
回
分
ま
で
を
読
ん
だ
あ
と
、
ず
っ
と
翌
日
の
新
聞
が
く
る
ま
で
、
何
か
考
え
つ
づ
け
る

よ
う
な
こ
と
が
起
っ
た
と
も
い
え
る
。
（
㊥
゜
嵩
）
〉

⑩
【
偶
然
？
・
ボ
ア
ン
カ
レ
ー
の
所
胴
複
雑
の
極
致
？
　
何
だ
か
解
ら
な
い
」
】

「
3
4一



　第
二
章
、
津
田
は
、
根
源
的
な
「
命
題
」
の
前
に
、
連
れ
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
「
問
」
は
、
解
け
な
い
。

　④
、
①
、
第
百
十
四
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈

此所
へ
来
て
か
ら
、
日
毎
に
繰
り
返
さ
れ
る
彼
等
の
所
作
は
単
調
で
あ
つ
た
。
し
か
し
勤
勉
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
果
し
て
何
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

意
味し
て
ゐ
る
か
津
田
に
は
解
ら
な
か
つ
た
。
〉

②
、
第
百
八
十
三
章
に
も
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
くそ
れ
迄
彼
女
が
其
所
で
何
を
し
て
ゐ
た
の
か
、
津
田
に
は
一
向
解
せ
な
か
つ
た
。
又
何
の
た
め
に
彼
女
が
わ
ざ
く
其
所
へ
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

て

ゐ
た
の
か
、
そ
れ
も
彼
に
は
通
じ
な
か
つ
た
。
∨

　⇔
、
同
様
に
、
お
延
も
、
「
命
題
」
の
前
に
、
連
れ
出
さ
れ
て
い
る
。
第
七
十
八
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈

先刻
電
車
の
中
で
、
ち
ら
く
眼
先
に
付
き
出
し
た
色
々
の
影
像
は
、
み
ん
な
此
一
点
に
向
つ
て
集
注
す
る
の
だ
と
い
ふ
事
を
、

前
後
両
様
の
比
較
か
ら
発
見
し
た
彼
女
は
、
や
つ
と
自
分
を
苦
し
め
る
不
安
の
大
根
に
辿
り
付
い
た
。
け
れ
ど
も
其
大
根
の
正
体
は

　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

何う
し
て
も
分
ら
な
か
つ
た
。
勢
ひ
彼
女
は
問
題
を
未
来
に
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
〉

　
かく
し
て
、
津
田
・
お
延
と
も
に
、
「
命
題
」
の
前
に
、
据
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、
「
問
」
は
、
解
け
な
い
。
解
け
な
い
「
気
掛
り
な
宿
題
」
（
第
七
十
七
章
）
と
し
て
、
津
田
と
お
延
の
前
に
、
残
り
続
け

る
。
「
考
え
る
人
」
、
津
田
・
お
延
を
し
て
、
「
解
ら
な
い
」
も
の
と
し
て
、
心
の
裡
で
、
鳴
り
響
い
て
い
る
。

補

遺

一
3
5一



第
三
章

回
凹
大
正
五
年
（
一
九
一
六
年
）
五
月
二
＋
八
日
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」
。

　
　
　
　
　
　

大
正
五年
二
九
＝
ハ
年
）
五
月
二
十
七
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
。

①
【
角
を
曲
つ
て
細
い
小
路
へ
遣
入
つ
た
時
、
津
田
は
わ
が
門
前
に
立
つ
て
ゐ
る
細
君
の
姿
を
認
め
た
。
其
細
君
は
此
方
を
見
て
ゐ
た
。

然し
津
田
の
影
が
曲
り
角
か
ら
出
る
や
否
や
、
す
ぐ
正
面
の
方
へ
向
き
直
つ
た
。
そ
う
し
て
白
い
繊
い
手
を
額
の
所
へ
婿
す
様
に
あ
て
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

つ
て

何
か
見

上
げ
る
風
を
し
た
。
彼
女
は
津
田
が
自
分
の
す
ぐ
傍
へ
寄
つ
て
来
る
迄
其
態
度
を
改
め
な
か
つ
た
。
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6

　H
、
小
説
の
後
半
部
、
温
泉
場
の
第
一
日
目
、
津
田
は
、
清
子
と
、
突
然
に
出
会
う
（
第
百
七
十
六
章
）
。
「
洗
面
所
と
向
ひ
合
せ
に
付
　
　
　
　
一

け
ら
れ
た
階
子
段
」
（
第
百
七
十
五
章
）
の
、
階
下
（
津
田
）
と
、
階
上
（
清
子
）
と
で
の
、
突
然
の
再
会
で
、
そ
れ
は
あ
っ
た
。

　そ
し
て
、
再
会
を
称
し
て
、
し
か
し
、
清
子
は
、
翌
日
、
次
の
よ
う
（
第
百
八
十
六
章
）
に
、
云
う
。

　
〈

理由
は
何
で
も
な
い
の
よ
。
た
ゴ
貴
方
は
さ
う
い
ふ
事
を
な
さ
る
方
な
の
よ
」

　

「
待伏
せ
を
で
す
か
」

　

「
え
〉
」

　

「馬
鹿
に
し
ち
や
不
可
せ
ん
」

　

「
でも
私
の
見
た
貴
方
は
さ
う
い
ふ
方
な
ん
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
わ
。
嘘
で
も
偽
り
で
も
な
い
ん
で
す
も
の
」

　

「成程
」



津
田は
腕
を
操
い
て
下
を
向
い
た
。
〉

津
田
の
人
間
性
が
ー
「
待
伏
せ
」
な
ど
を
す
る
と
い
う
1
津
田
の
性
質
性
が
、
清
子
に
よ
っ
て
、
鋭
く
摘
出
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
性
質
性
は
、
津
田
だ
け
の
専
売
特
許
で
は
な
い
。
第
三
章
、
見
る
よ
う
に
、
お
延
も
、
明
ら
か
に
津
田
を
「
待
つ
て
」

いた
。
津
田
と
お
延
の
、
質
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
の
、
精
神
の
構
造
で
あ
る
。

第

四

章

同
凹
大
正
五
年
二
九
ニ
ハ
年
）
五
月
二
＋
九
日
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」
。
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　

大
正
五年
二
九
一
六
年
）
五
月
二
十
八
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
。

①
【細
君は
色
の
白
い
女
で
あ
つ
た
。
】

　回
、
「
新
し
い
女
」
の
典
型
・
美
禰
子
を
、
造
形
し
て
ヒ
ロ
イ
ン
と
す
る
、
『
三
四
郎
』
（
明
治
四
十
一
年
）
の
冒
頭
も
、
次
の
よ
う
に
、

始ま
る
。

　
〈

女と
は
京
都
か
ら
の
相
乗
で
あ
る
。
乗
つ
た
時
か
ら
三
四
郎
の
眼
に
着
い
た
。
第
一
色
が
黒
い
。
三
四
郎
は
九
州
か
ら
山
陽
線
に
移

つ
て
、
段
々
京
大
阪
へ
近
付
い
て
く
る
う
ち
に
、
女
の
色
が
次
第
に
白
く
な
る
の
で
何
時
の
間
に
か
故
郷
を
遠
退
く
様
な
憐
れ
を
感
じ
て



ゐ
た
。
そ
れ
で
此
女
が
車
室
に
這
入
つ
て
来
た
時
は
、
何
と
な
く
異
性
の
味
方
を
得
た
心
持
が
し
た
。
此
女
の
色
は
実
際
九
州
色
で
あ
つ

た
。
〉②

【け

れど
も
其
一
重
瞼
の
中
に
輝
や
く
瞳
子
は
漆
黒
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
非
常
に
能
く
働
ら
い
た
。
或
時
は
専
横
と
云
つ
て
も
い
・
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

に

表
情を
恣
ま
・
に
し
た
。
津
田
は
我
知
ら
ず
此
小
さ
い
眼
か
ら
出
る
光
に
牽
き
付
け
ら
れ
る
事
が
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
又
突
然
何
の
原

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

因
も
な
し
に
其
光
か
ら
跳
ね
返
さ
れ
る
事
も
な
い
で
は
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
彼
が
不図
眼
を
上
げ
て
細
君
を
見
た
時
、
彼
は
刹
那
的
に
彼
女
の
眼
に
宿
る
一
種
の
怪
し
い
力
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
今
迄
彼
女
の
口
に

し
つ
・
あ
つ
た
甘
い
言
葉
と
は
全
く
釣
り
合
は
な
い
妙
な
輝
や
き
で
あ
つ
た
。
相
手
の
言
葉
に
対
し
て
返
事
を
し
や
う
と
し
た
彼
の
心
の

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

作
用

が
此
眼
付
の為
に
一
寸
遮
断
さ
れ
た
。
す
る
と
彼
女
は
す
ぐ
美
く
し
い
歯
を
出
し
て
微
笑
し
た
。
同
時
に
眼
の
表
情
が
　
方
も
な
く
　
　
　
　
一

消
え
た
。
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8

　読者
の
前
に
、
主
人
公
・
お
延
は
、
ま
ず
、
右
の
よ
う
に
、
紹
介
さ
れ
る
。
お
延
を
紹
介
す
る
に
、
作
者
は
殊
更
に
、
「
眼
」
の
動
き
を
　
　
　
　
一

特
筆
する
。

　回
、
藤
井
淑
禎
の
、
〈
あ
か
り
革
命
下
の
『
明
暗
』
〉
（
『
「
漱
石
作
品
論
集
成
」
第
十
二
巻
・
明
暗
』
所
収
、
桜
楓
社
、
平
成
三
年
二

九九
一
年
）
十
一
月
）
に
、
次
の
指
摘
が
あ
る
。

　〈
”
瞳
と
眉
の
演
技
者
”
お
延
と
“
顔
色
研
究
家
”
津
田
を
め
ぐ
る
明
と
暗
の
ド
ラ
マ
『
明
暗
』
（
大
5
）
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

であ
る
。

　

『明暗
』
ほ
ど
表
情
の
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
が
多
く
、
か
つ
そ
れ
が
重
要
な
意
味
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
作
品
も
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
お
延
の
頻
繁
な
眉
の
動
か
し
方
は
尋
常
で
は
な
い
。
「
細
君
は
濃
い
恰
好
の
好
い
眉
を
心
持
寄
せ
て
夫
を
見
た
」
△
二
〉
・

「
お

延
は何
に
も
答
へ
ず
に
下
を
向
い
た
。
さ
う
し
て
何
時
も
す
る
通
り
黒
い
眉
を
ぴ
く
り
と
動
か
し
て
見
せ
た
。
彼
女
に
特
異
な
此
所



作は
時
と
し
て
変
に
津
田
の
心
を
唆
か
す
と
共
に
、
時
と
し
て
妙
に
彼
の
気
持
を
悪
く
さ
せ
た
」
〈
六
∨
・
「
彼
女
の
眉
が
さ
も
く
厭
さ

う
に
動
い
た
」
〈
四
十
四
V
等
々
。
心
の
動
き
と
眉
の
動
き
と
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
は
見
易
い
と
こ
ろ
だ
が
、
同
じ
こ
と
が
瞳
の
動
か
し

方
に

つ

い
ても
い
え
る
。

　
　惜
し
い
事
に
彼
女
の
眼
は
細
過
ぎ
た
。
御
負
に
愛
嬌
の
な
い
一
重
瞼
で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
其
一
重
瞼
の
中
に
輝
や
く
瞳
子
は
漆
黒

　
　
であ
つ
た
。
だ
か
ら
非
常
に
能
く
働
ら
い
た
。
或
時
は
専
横
と
云
つ
て
も
い
x
位
に
表
情
を
恣
ま
〉
に
し
た
。
津
田
は
我
知
ら
ず
此

　
　
小さ
い
眼
か
ら
出
る
光
に
牽
き
付
け
ら
れ
る
事
が
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
又
突
然
何
の
原
因
も
な
し
に
其
光
か
ら
跳
ね
返
さ
れ
る
事
も

　
　な
い
で
は
な
か
つ
た
。
〈
四
〉

　も
ち
ろ
ん
お
延
が
こ
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
津
田
が
た
と
え
ば
近
視
で
あ
っ
た
り
鈍
感
な
人
物
で
あ
っ
た
り
し
て
は
だ
い

な
し
だ
が
、
そ
の
辺
は
作
者
も
抜
か
り
は
な
く
、
「
彼
女
の
眼
に
宿
る
一
種
の
怪
し
い
力
」
に
「
彼
の
心
の
作
用
が
（
中
略
）
一
寸
遮
断
さ
　
　
　
　
一

れた
」
（
同
前
）
り
す
る
場
面
を
頻
繁
に
挿
入
し
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
、
津
田
は
「
談
話
の
途
中
で
よ
く
拘
泥
」
る
と
「
何
処
迄
も
話
の
　
　
　
3
9

根を
堀
ぢ
つ
て
、
相
手
の
本
意
を
突
き
留
め
や
う
と
」
す
る
か
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
「
黙
つ
て
相
手
の
顔
色
丈
を
注
視
」
し
て
、
　
　
　
　
一

吉川
夫
人
か
ら
「
一
体
貴
方
は
あ
ん
ま
り
研
究
家
だ
か
ら
駄
目
ね
」
〈
十
一
V
と
た
し
な
め
ら
れ
る
よ
う
な
顔
色
鑑
定
家
と
し
て
設
定
さ
れ

て

いる
の
だ
。
（
勺
゜
ω
品
）
〉

　

「心
」
・
「
精
神
」
の
在
り
様
と
、
直
裁
連
動
す
る
と
こ
ろ
「
眼
」
の
表
情
が
、
故
に
、
お
延
を
紹
介
す
る
に
、
第
一
義
に
置
か
れ
る
。

た
め
に
、
『
明
暗
』
は
、
お
延
の
「
容
姿
」
へ
の
描
写
は
、
少
な
い
。



第
五
章

同
川
凹
大
正
五
年
二
九
ニ
ハ
年
）
五
月
三
＋
日
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」
。

　
　
　
　
　
　

大
正
五年
二
九
一
六
年
）
五
月
二
十
九
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
。

①
【彼
の
机
の
上
に
は
比
較
的
大
き
な
洋
書
が
一
冊
載
せ
て
あ
つ
た
。
】

　回
、
第
三
十
九
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

°

°

°
。
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
〈そ
の
う
ち
で
一
番
重
く
て
嵩
張
つ
た
大
き
な
洋
書
を
取
り
出
し
た
時
、
彼
は
お
延
に
云
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
是
は
置
い
て
行
く
よ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

「さ
う
、
で
も
何
時
で
も
机
の
上
に
乗
つ
て
ゐ
て
、
枝
折
が
挟
ん
で
あ
る
か
ら
、
お
読
み
に
な
る
の
か
と
思
つ
て
入
れ
と
い
た
の
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
津
田
は

何
に
も
云
は
ず
に
、
ニ
ケ
月
以
上
も
か
〉
つ
て
未
だ
読
み
切
れ
な
い
経
済
学
の
独
逸
書
を
重
さ
う
に
畳
の
上
に
置
い
た
。

　

「牒
て

ゐ

て読
む
に
や
重
く
つ
て
駄
目
だ
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

　
斯う
云
つ
た
津
田
は
、
そ
れ
が
此
大
部
の
書
物
を
残
し
て
行
く
正
当
の
理
由
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
、
余
り
好
い
心
持
が
し
な
か
つ
た

　

「さ
う
、
本
は
何
れ
が
要
る
ん
だ
か
妾
分
ら
な
い
か
ら
、
貴
方
自
分
で
お
好
き
な
の
を
択
つ
て
頂
戴
」

　
津
田
は
二
階
か
ら
軽
い
小
説
を
二
三
冊
持
つ
て
来
て
、
経
済
書
の
代
り
に
鞄
の
中
へ
詰
め
込
ん
だ
。
〉

　
津
田
の
、
現
在
、
読
書
中
の
書
物
は
、
「
比
較
的
大
き
な
洋
書
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
「
経
済
学
の
独
逸
書
」
で
あ
る
。

　
越智
治
雄
の
、
〈
明
暗
の
か
な
た
〉
（
『
漱
石
私
論
』
所
収
、
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）
六
月
）
に
、
次
の
指
摘
が
、



あ
る
。

　
〈健
三
の
場
合
に
は
書
斎
と
い
う
自
身
の
み
の
場
所
が
保
証
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
津
田
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
の
原
書
は
そ
う
い
っ

た

性
質
のも
の
で
は
な
い
。
（
勺
゜
ω
雪
）
〉

　
漱
石
作
品
の
、
以
前
の
、
主
人
公
達
が
、
特
殊
な
環
境
の
人
・
い
わ
ゆ
る
「
高
等
遊
民
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
『
明
暗
』
の
主
人
公
・

津
田
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
津
田
は
、
い
ま
ふ
う
に
云
う
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
にも
か
か
わ
ら
ず
、
津
田
は
、
「
罧
る
前
の
一
時
間
か
二
時
間
を
机
に
向
つ
て
過
ご
す
習
慣
に
な
つ
て
ゐ
た
」
（
第
五
章
）
、
「
彼
は
平
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ほ
　
　
　
む

から
世
間
へ
出
る
多
く
の
人
が
、
出
る
と
す
ぐ
書
物
に
遠
ざ
か
つ
て
仕
舞
ふ
の
を
、
左
も
下
ら
な
い
愚
物
の
や
う
に
細
君
の
前
で
罵
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
　

ゐ
た
。
そ
れ
を
夫
の
口
癖
と
し
て
聴
か
さ
れ
た
細
君
は
ま
た
彼
を
本
当
の
勉
強
家
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
比
較
的
多
く
の
時

間
が
二
階
で
費
や
さ
れ
た
」
（
第
五
章
）
、
「
今
彼
が
自
分
の
前
に
拡
げ
て
ゐ
る
書
物
か
ら
吸
収
し
や
う
と
力
め
て
ゐ
る
知
識
は
、
彼
の
日
々
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　

の業
務
上
に
必
要
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
に
は
余
り
に
専
門
的
で
、
又
あ
ま
り
に
高
尚
過
ぎ
た
。
学
校
の
講
義
か
ら
得
た
知
識
で
　
　
　
4
1

すら
滅
多
に
実
際
の
役
に
立
つ
た
例
の
な
い
今
の
勤
め
向
き
と
は
殆
ん
ど
没
交
渉
と
云
つ
て
も
可
い
位
の
も
の
」
（
第
五
章
）
、
で
あ
る
。
　
　
　
一

　
過度
に
、
知
識
人
と
し
て
の
主
人
公
が
、
『
明
暗
』
に
お
い
て
も
、
な
お
、
健
在
で
あ
る
。

　⇔
、
①
、
第
七
十
九
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈
劃
の多
い
四
角
な
字
の
重
な
つ
て
ゐ
る
書
物
は
全
く
読
め
な
い
の
だ
と
断
つ
た
。
V

　②
、
第
十
五
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈

西
洋
流
の
レ
タ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
使
ひ
つ
け
た
彼
は
、
机
の
抽
斗
か
ら
ラ
ゴ
ン
ダ
ー
色
の
紙
と
封
筒
と
を
取
り
出
し
て
、
其
紙
の
上
へ

万
年筆
で
何
心
な
く
二
三
行
書
き
か
け
た
時
、
不
図
気
が
つ
い
た
。
〉

　
「
四
角
な
字
」
の
読
め
な
い
、
「
西
洋
流
の
レ
タ
ー
ペ
ー
パ
ー
」
を
使
い
つ
け
て
い
る
、
き
わ
め
て
西
洋
的
な
人
物
で
、
津
田
は
、
あ
る
。



第
六
章

同
川
凹
大
正
五
年
（
一
九
ニ
ハ
年
）
五
月
三
＋
百
・
東
京
朝
日
新
聞
L
。

　
　
　
　
　　
　
大
正
五
年
二
九
一
六
年
）
五
月
　
三
十
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
。

同
‥
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

①
【
彼
は
襖
越
し
に
細
君
の
名
を
呼
び
な
が
ら
、
す
ぐ
唐
紙
を
開
け
て
茶
の
間
の
入
ロ
に
立
つ
た
。
す
る
と
長
火
鉢
の
傍
に
坐
つ
て
ゐ
る
　
　
一

彼
女
の
前に
、
何
時
の
間
に
か
取
り
拡
げ
ら
れ
た
美
く
し
い
帯
と
着
物
の
色
が
忽
ち
彼
の
眼
に
映
つ
た
。
】

　回
、
①
、
第
三
十
九
章
の
、
冒
頭
は
、
次
の
如
く
、
始
ま
る
。

　
〈あ
く
る
朝
の
津
田
は
、
顔
も
洗
は
な
い
先
か
ら
、
昨
夜
媒
る
迄
全
く
予
想
し
て
ゐ
な
か
つ
た
不
意
の
観
物
に
よ
つ
て
驚
う
か
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　彼
の
床
を
離
れ
た
の
は
九
時
頃
で
あ
つ
た
。
彼
は
何
時
も
の
通
り
玄
関
を
抜
け
て
茶
の
間
か
ら
勝
手
へ
出
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
揮
娼

む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　

に

盛
粧し
た
お
延
が
澄
ま
し
て
其
所
に
坐
つ
て
ゐ
た
。
〉

　第
三
十
九
章
、
小
説
の
、
五
日
目
・
日
曜
日
で
あ
る
。
此
の
日
、
津
田
の
「
手
術
」
が
、
行
わ
れ
る
。
と
同
時
に
、
此
の
日
は
、
お
延

の

「芝
居
見物
」
の
、
日
で
も
あ
る
。

②
、
第
四
十
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。



　
〈

看
護
婦は
、
何
の
造
作
も
な
く
笑
ひ
な
が
ら
津
田
に
お
辞
儀
を
し
た
が
、
傍
に
立
つ
て
ゐ
る
お
延
の
姿
を
見
る
と
、
少
し
物
々
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

に打
た
れ
た
気
味
で
、
一
体
此
孔
雀
は
何
処
か
ら
入
つ
て
来
た
の
だ
ら
う
と
い
ふ
顔
付
を
し
た
。
〉

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　

②
【
暗
い
玄
関
か
ら
急
に
明
る
い
電
燈
の
点
い
た
室
を
覗
い
た
彼
の
眼
に
そ
れ
が
常
よ
り
も
際
立
つ
て
華
麗
に
見
え
た
時
、
彼
は
一
寸
立

ち
留
ま
つ
て
細
君
の
顔
と
派
出
や
か
な
模
様
と
を
等
分
に
見
較
べ
た
。
】

　9
、
第
十
二
章
の
、
冒
頭
は
、
次
の
如
く
、
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
〈
其時
二
人
の
頭
の
上
に
下
つ
て
ゐ
る
電
燈
が
ぱ
つ
と
点
い
た
。
〉

　⇔
、
第
十
三
章
の
、
冒
頭
も
、
次
の
如
く
、
始
ま
る
。

　〈
往
来
へ
出
た
津
田
の
足
は
次
第
に
吉
川
の
家
を
遠
ざ
か
つ
た
。
け
れ
ど
も
彼
の
頭
は
彼
の
足
程
早
く
今
迄
居
た
応
接
間
を
離
れ
る
訳
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に行
か
な
か
つ
た
。
彼
は
比
較
的
人
通
り
の
少
な
い
宵
闇
の
町
を
歩
き
な
が
ら
、
や
は
り
明
る
い
室
内
の
光
景
を
ち
ら
く
見
た
。
　
　
　
　
　
4
3

　冷た
さ
う
に
燦
つ
く
肌
合
の
七
宝
製
の
花
瓶
、
其
花
瓶
の
滑
ら
か
な
表
面
に
流
れ
る
華
麗
な
模
様
の
色
、
卓
上
に
運
ば
れ
た
銀
き
せ
の
　
　
　
一

丸盆
、
同
じ
色
の
角
砂
糖
入
と
牛
乳
入
、
（
中
略
）
　
三
隅
に
金
箔
を
置
い
た
装
飾
用
の
ア
ル
バ
ム
、
ー
斯
う
い
ふ
も
の
〉
強
い
刺
戟
が
、

　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

既
に

明る
い
電
燈
の
下
を
去
つ
て
、
暗
い
戸
外
へ
出
た
彼
の
眼
の
中
を
不
秩
序
に
往
来
し
た
。
〉

　⇔
、
第
十
七
章
は
、
次
の
如
く
、
終
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
〈奥
へ
入
つ
た
看
護
婦
は
す
ぐ
又
白
い
姿
を
暗
い
室
の
戸
口
に
現
は
し
た
。

　

「
今
丁度
二
階
が
空
い
て
居
り
ま
す
か
ら
、
何
時
で
も
御
都
合
の
宜
し
い
時
に
何
う
そ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　

　津
田
は
逃
れ
る
や
う
に
暗
い
室
を
出
た
。
彼
が
急
い
で
靴
を
穿
い
て
、
擦
硝
子
張
の
大
き
な
扉
を
内
側
へ
引
い
た
時
、
今
迄
真
暗
に
見

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

え
た
控
室
に
ぱ
つ
と
電
燈
が
点
い
た
。
〉

　働
、
第
二
十
八
章
も
、
次
の
如
く
、
終
わ
る
。



　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　く
薄
暗
く
な
つ
た
室
の
中
で
、
叔
父
の
顔
が
一
番
薄
暗
く
見
え
た
。
津
田
は
立
つ
て
電
燈
の
ス
ヰ
ツ
チ
を
振
つ
た
。
V

　㈲
、
第
四
十
五
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む

　
〈

彼
女は
暗
闇
を
通
り
抜
け
て
、
急
に
明
海
へ
出
た
人
の
様
に
眼
を
覚
ま
し
た
。
〉

　因
、
第
五
十
七
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　

　
〈

下
女は
格
子
の
音
を
聞
い
て
も
出
て
来
な
か
つ
た
。
茶
の
間
に
は
電
燈
が
明
る
く
輝
や
い
て
ゐ
る
丈
で
、
鉄
瓶
さ
へ
何
時
も
の
や
う

に
快
い
音
を
立
て
な
か
つ
た
。
今
朝
見
た
と
何
の
変
り
も
な
い
室
の
中
を
、
彼
女
は
今
朝
と
違
つ
た
眼
で
見
廻
し
た
。
V

　㈲
、
第
百
七
十
五
章
に
、
次
の
如
く
、
あ
る
。

　
〈

客
が
何
処
に

ゐ
る
の
か
と
怪
し
む
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
人
が
何
処
に
ゐ
る
の
か
と
疑
ひ
た
く
な
る
位
で
あ
つ
た
。
其
静
か
さ
の
う
ち

　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

に

電
燈は
隈
な
く
照
り
渡
つ
た
。
け
れ
ど
も
是
は
た
ゴ
光
る
丈
で
、
音
も
し
な
け
れ
ば
、
動
き
も
し
な
か
つ
た
。
た
ぶ
彼
の
眼
の
前
に
あ
　
　
　
一

る
水
丈
が
動
い
た
。
渦
ら
し
い
形
を
描
い
た
。
さ
う
し
て
其
渦
は
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
し
た
。
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
4

　囚
、
第
百
七
十
六
章
は
、
次
の
如
く
、
終
わ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　〈
「
何
う
か
し
な
け
れ
ば
不
可
い
。
何
処
迄
蒼
く
な
る
か
分
ら
な
い
」

　
津田
は
思
ひ
切
つ
て
声
を
掛
け
や
う
と
し
た
。
す
る
と
其
途
端
に
清
子
の
方
が
動
い
た
。
く
る
り
と
後
を
向
い
た
彼
女
は
止
ま
ら
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つた
。
津
田
を
階
下
に
残
し
た
儘
、
廊
下
を
元
へ
引
き
返
し
た
と
思
ふ
と
、
今
迄
明
ら
か
に
彼
女
を
照
ら
し
て
ゐ
た
二
階
の
上
り
口
の
電

　

　　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む

燈
が
ぱ

つ
と
消
え
た
。
津
田
は
暗
闇
の
中
で
開
け
る
ら
し
い
障
子
の
音
を
又
聴
い
た
。
同
時
に
彼
の
気
の
付
か
な
か
つ
た
、
自
分
の
立
つ

て

ゐ
る
す
ぐ
傍
の
小
さ
な
部
屋
で
呼
鈴
の
返
し
の
音
が
け
た
〉
ま
し
く
鳴
つ
た
。

　
や

が
て遠
い
廊
下
を
ぱ
た
く
馳
け
て
来
る
足
音
が
聴
こ
え
た
。
彼
は
其
足
音
の
主
を
途
中
で
食
ひ
留
め
て
、
清
子
の
用
を
聴
き
に
行

く
下
女
か
ら
自
分
の
室
の
在
所
を
教
へ
て
貰
つ
た
。
〉

　
見る
様
に
、
「
電
燈
」
と
照
応
し
て
、
「
明
」
と
「
暗
」
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
鮮
や
か
で
あ
る
。



　
だ

から
と
云
っ
て
、
小
説
の
題
「
明
暗
」
と
、
電
燈
の
「
明
と
暗
」
と
を
、
短
絡
的
に
結
ぶ
べ
き
で
は
な
い
が
、
登
場
人
物
達
の
「
存

　
　
コ
ス
モ
ス

在
の
世
界
」
が
、
場
と
し
て
、
印
象
的
に
、
彫
像
さ
れ
、
点
灯
さ
れ
る
。

　ち
な
み
に
、
＜
巴
ユ
o
・
≦
昌
①
一
∋
o
（
ヴ
ァ
ル
ド
ー
・
ヴ
ェ
リ
エ
ル
モ
）
に
よ
る
、
『
明
暗
』
の
翻
訳
名
は
、
『
［
品
宮
①
昆
O
碧
犀
ロ
o
。
。
°
・
』

（昭
和
四十
六
年
二
九
七
一
年
）
刊
行
）
、
で
あ
る
。

一
4
5一

附
記　
一
、
『
明
暗
』
本
文
中
、
○
印
は
鳥
井
。

　
　

　
一
、
『
明
暗
』
本
文
の
引
用
は
、
岩
婆
・
店
刊
『
「
漱
石
全
集
」
第
七
巻
・
明
暗
』
（
嬬
四
封
難
朋
二
＋
晶
騨
輌
醗
桁
）

　
　
　
　
に拠
っ
た
。
但
し
、
旧
字
は
、
新
字
に
改
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
平
成
八
年
十
一
月
二
日
）


